


4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
就労支援事業収益 1,147,286 1,142,614 1,065,912 1,117,753 1,051,774 1,215,999 1,252,255 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,300,000 1,300,000 14,193,593

就労支援事業活動収益計 1,147,286 1,142,614 1,065,912 1,117,753 1,051,774 1,215,999 1,252,255 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,300,000 1,300,000 14,193,593
就労支援事業販売原価

期首製品（商品）棚卸高
当期就労支援事業製造原価
当期就労支援事業仕入高 365,586 282,272 539,566 163,495 220,000 220,000 220,000 220,000 220,000 220,000 220,000 220,000 3,110,919
期末製品（商品）棚卸高

就労支援事業販管費 1,131,989 1,173,298 1,216,018 1,282,092 1,285,546 1,224,214 1,263,312 1,263,300 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 14,879,769
就労支援事業活動費用計 1,497,575 1,455,570 1,755,584 1,445,587 1,505,546 1,444,214 1,483,312 1,483,300 1,480,000 1,480,000 1,480,000 1,480,000 17,990,688

就労支援事業活動増減差額 -350,289 -312,956 -689,672 -327,834 -453,772 -228,215 -231,057 -283,300 -280,000 -280,000 -180,000 -180,000 -3,797,095
1,131,989 1,173,298 1,216,018 1,282,092 1,285,546 1,224,214 1,263,312 1,263,300 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 14,879,769

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
就労支援事業収益 419,040 397,086 482,691 383,867 366,637 377,769 569,506 694,441 754,651 648,362 1,361,434 871,062 7,326,546

就労支援事業活動収益計 419,040 397,086 482,691 383,867 366,637 377,769 569,506 694,441 754,651 648,362 1,361,434 871,062 7,326,546
就労支援事業販売原価

期首製品（商品）棚卸高
当期就労支援事業製造原価
当期就労支援事業仕入高 276,188 311,234 150,665 130,837 391,591 250,913 1,511,428
期末製品（商品）棚卸高

就労支援事業販管費 1,355,851 1,347,524 1,419,336 1,340,191 1,264,302 1,262,605 1,381,029 1,283,186 1,159,075 1,050,690 1,009,923 1,091,202 14,964,914
就労支援事業活動費用計 1,355,851 1,347,524 1,419,336 1,340,191 1,264,302 1,262,605 1,657,217 1,594,420 1,309,740 1,181,527 1,401,514 1,342,115 16,476,342

就労支援事業活動増減差額 -936,811 -950,438 -936,645 -956,324 -897,665 -884,836 -1,087,711 -899,979 -555,089 -533,165 -40,080 -471,053 -9,149,796
1,355,851 1,347,524 1,419,336 1,340,191 1,264,302 1,262,605 1,381,029 1,283,186 1,159,075 1,050,690 1,009,923 1,091,202 14,964,914
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（計画期間中の見込額）

請負工賃向上 請負元からのノークレーム H30年4月～H31年3月 請負企業からの要求・要望をクリアし、信頼関係を築いていく。

販路拡大 新規開拓 H30年4月～H31年3月 営業回数・人員を増やし、販路拡大新規顧客を獲得していく。

スキル向上 利用者のスキル向上 H30年4月～H31年3月 利用者へ具体的な目標設定をし仕事に対して意識付けを行っていく。

（注）経営改善を行う項目(例：営業体制の強化、経費削減、販路拡大等）を記載するとともに、課題を記載し、その課題に対応するための実施期間と具体的な改善策をそれぞれ記載する。適宜欄は追加
する。

別紙様式２－２

経営改善計画期間中の具体的改善策と実施時期等

項目 課題 実施期間 具体的な改善策


